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1 重要な安全上
の注意

聴く際の安全性

危険

• 聴覚の損傷を避けるため、大音量でヘッドホンを使用
する時間を制限し、ボリュームを安全なレベルに設定
してください。ボリュームが大きいほど、安全なリスニ
ング時間は短くなります。

ヘッドホンを使用する際は、以下のガイドライ
ンを必ず守ってください。
• 適切な時間、適切なボリュームで聴いてく

ださい。
• 聴覚に合うようにして、ボリュームを続け

て上げないように注意してください。
• 周囲の音が聞こえなくなるほどボリュー

ムを大きくしないでください。
• 危険な可能性がある状況では、注意する

か、一時的に使用を中断する必要があり
ます。

• イヤーピースやヘッドホンからの過度の
音圧は難聴の原因となります。

• 運転中に両耳を塞いだ状態でヘッドホン
を使用することは推奨されておらず、地
域によっては違法となる場合があります。

• 安全のために、通行中は気を散らす音楽
や通話、またはその他の危険な可能性の
ある環境を避けてください。

一般情報
損傷または故障を避けるために：

警告

• ヘッドホンを過度の熱に当てないでください
• ヘッドホンを落とさないでください。
• ヘッドホンは水滴または水しぶきに当てないものとし

ます。（特定の製品のIPレーティングを参照してくださ
い。）

• ヘッドホンを水没させないでください。
• コネクタやソケットが濡れている状態でヘッドホンを

充電しないでください。
• アルコール、アンモニア、ベンジン、または研磨剤を含

むいかなる洗浄剤も使用しないでください。
• 清潔な湿らせた布でヘッドホン、特に音導管とマイク

の穴を定期的に掃除し、汗や耳垢などの物質がたま
らないようにしてください。

• 音導管、空気孔、マイク孔に汗や水滴が残っている
と、サウンドレベルが一時的に下がったり、完全にカッ
トされたりします。これは故障ではない。湿らせた柔ら
かい布でヘッドホンをよく乾かしてください。または、
イヤホンの先端を外し、音導管を下向きにし、乾いた
布などの上でヘッドホンを5回ほど軽く叩き、内部に
溜まった水を取り除きます。

• 充電および使用前に、ヘッドホンが完全に乾いてい
ることを確認してください。洗浄には、使い捨てのアル
コールパッドなどの使用は避ける。

• 組み込まれたバッテリーには日光、火、または類似し
た過度の熱を当てないものとします。

• 電池の誤った取り外しをした場合は、爆発の危険が
あります。同一、または同じタイプのバッテリーのみを
取り替えてください。

• 特定のIP等級を達成するには、充電スロットのカバー
を閉じる必要があります。

• バッテリーを火や高温のオーブンに捨てたり、機械的
に押しつぶしたり切断したりすると、爆発する恐れが
あります。

• 周囲が極端に高温の環境下にバッテリーを放置する
と、爆発や可燃性の液体やガスの漏れを引き起こす
可能性があります。

• 気圧が極端に低いバッテリーは、爆発や可燃性液
体・ガスの漏れを起こす恐れがあります。

• 不適切なタイプの電池と交換すると、ヘッドホンや電
池に重大な損傷を与える危険性があります（例えば、
一部のリチウム電池の場合）。

• ヘッドセットを長期間使用しないと、再充電可能バッ
テリーの充電が切れ始めます。この損失を避けるた
め、少なくとも3ヶ月に1回はバッテリーをフル充電して
ください。

• 火災の危険を避けるため、本装置への電源供給は、
PS1 (出力容量15W以下) に準拠した外部電源から
のみ行ってください。
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動作温度および保管温度と湿度
• 温度 - 20℃（ - 4°F）～50℃（122°F）、相

対湿度90％以下の場所で保管してくだ
さい。

• 温度0°C（32°F）～45°C（113°F）、相対湿
度90%以下の場所で使用してください。

• 高温または低温状況ではバッテリー寿命
が短くなることがあります。
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2 トゥルーワイヤレ
スイヤホン

ご購入おめでとうございます。そして、 
Phil ipsにようこそ！フィリップスが提供する
サポートを十分にご利用いただくには、 
www.philips.com/support で製品をご登録
ください。
フィリップスのトゥルーワイヤレス・イヤホンな
ら、以下のことが可能です：
• 便利なワイヤレスのハンズフリー通話を楽

しむ
• ワイヤレスで音楽を楽しみ、コントロール

する
• 通話と音楽を切り替える
• ノイズ･キャンセレーションを体験する

同梱品

トゥルーワイヤレスイヤホン TAT5000

イヤーチップ×3ペア

Type-C充電ケーブル（充電専用）

クイック･スタート･ガイド

保証

安全リーフレット

その他のデバイス
ブルートゥースに対応し、イヤーピースと互換
性のある携帯電話または機器（ノートパソコ
ン、タブレット、ブルートゥースアダプター、MP3
プレーヤーなど）。
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トゥルーワイヤレスイヤピース
の概要

5

2

1

4

3

 絶縁フィルム
 マルチファンクションタッチ（MFT）
 ブルートゥースペアボタン/リセットボタン
 LEDインジケーター（バッテリー状態また
は充電状態）

 USB-C充電スロット
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3 始めましょう
バッテリーを充電

注

• ヘッドホンを使用する前に、充電ボックスに入れ、最
適なバッテリー容量と寿命のために2時間充電してく
ださい。

• 何らかの損傷を避けるため、オリジナルのUSB-C充電
ケーブルを使用してください。 

• ヘッドセットを長期間使用しないと、充電式バッテ
リーの充電が切れ始めます。この損失を避けるため、
少なくとも3ヶ月に1回はバッテリーをフル充電してく
ださい。

充電ボックス
USB-Cケーブルの一端を充電ボックスに差し
込み、もう一端を電源に差し込む。

ヒント

• 充電ボックスは、イヤーピースを充電するためのポー
タブルバックアップバッテリーとして機能する。充電
ボックスがフル充電されると、イヤーピースを3回フル
充電できます。

イヤーピース
イヤホンから絶縁フィルムをはがし、イヤホン
を充電ケースに戻します。

• 充電ケースのLEDインジケーターが白く
点滅します。

• 充電ケースの蓋を閉じると、充電ケースは
イヤーピースの充電を開始します。

ヒント

• 通常、フル充電にはUSBケーブルで2時間かかる 
（イヤーピースまたは充電ボックスの場合）。
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着用方法
最適なフィット感を得るために最適なイヤー
チップを選ぶ

しっかりとフィットすることで、最高の音質とノ
イズキャンセリングが得られます。

1 どのイヤーチップが最高のサウンドと快
適な装着感を提供するかをテストします。

2 大、中、小の3サイズのシリコンイヤーチッ
プが付属。 

L M S

イヤーピースを挿入する

1 イヤーピースの左右の向きを確認してく
ださい。

2 イヤーピースを耳に挿入し、しっかりと
フィットするまで少しひねります。

アプリダウンロード
QRコードをスキャンするか、「ダウンロード」
ボタンを押すか、Apple App Storeまたは
Google Playで「Philips Headphones」と検
索してアプリをダウンロードしてください。

接続を取得する

philips.to/headapp

Philips Headphonesアプリを使えば、あなた
が聴いている音楽をコントロールできます。 
サウンドをカスタマイズできるので、音楽や通
話が常にあなたのニーズに最適なものになり
ます。

イヤーピースをブルートゥース
デバイスと初めてペアリングし
ます
1 イヤーピースが完全に充電され、電源が

オフになっていることを確認してくださ
い。

2 充電ボックスを開けると、イヤーピースは
ペアリングモードになり、接続の準備が整
います。

 両方のイヤーピースのLEDが白と青
に交互に点滅します。

 イヤーピースはペアリングモードにな
り、ブルートゥースデバイス（携帯電
話など）とペアリングできる状態にな
ります。
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3 ブルートゥース機器のブルートゥース機能
をオンにします。

4 ブルートゥースデバイスとイヤーピースをペ
アリングします。ブルートゥースデバイスの
ユーザーマニュアルを参照してください。

注

• 電源を入れた後、イヤーピースが以前に接続されたブ
ルートゥースデバイスを見つけられない場合は、ペアリ
ングモードにしてください（両方のイヤーピースを中に
入れ、箱を開けた状態で箱のボタンを3秒間押してく
ださい）。

次の例は、イヤーピースをブルートゥースデバイ
スとペアリングする方法を示しています。

1 ブルートゥースデバイスのブルートゥース
機能をオンにし、Philips TAT5000を選
択します。

2 プロンプトが表示されたら、イヤーピース
のパスワード "0000" (4 つのゼロ) を入
力します。ブルートゥース3.0以上を搭載し
た機器では、パスワードを入力する必要
はありません。

Philips TAT5000

片耳イヤホン（モノラルモード）
モノラルで使用する場合は、充電ボックスから
左右どちらかのイヤホンを取り出してください。
イヤホンの電源は自動的にオンになります。 

注

• 充電ボックスから2つ目のイヤホンを取り出せば、自
動的にペアリングされます。

イヤーピースを他のブルートゥー
スデバイスとペアリングする
イヤーピースと別のブルートゥースデバイスをペ
アリングしたい場合は、ペアリングモードにして
（イヤーピースを2つとも中に入れ、箱を開け
た状態で箱のボタンを3秒間押す）、通常のペ
アリングと同じように2つ目のデバイスを検出
するだけです。

3"

注
• イヤーピースには4つのデバイスがメモリーされている。

4つ以上のデバイスをペアにしようとすると、1番最初
にペアになったデバイスが新しいデバイスに置き換え
られます。

マルチポイント接続
ペアリング
• 携帯電話とノートパソコンなど、2台のデ

バイスにヘッドホンをペアリングする。

デバイスの切り替え
• いつでも1台のデバイスからしか音楽を

聴くことができない。もうひとつは電話用
のデバイスだ。

• 1つのデバイスからオーディオを一時停止
し、別のデバイスからオーディオを再生し
始めます。

注
• デバイス1からオーディオをストリーミングしている場

合、デバイス2から着信があると、デバイス1の再生は
自動的に一時停止します。そして通話は自動的にヘッ
ドホンンにルーティングされる。

• 通話を終了すると、自動的にデバイス1から再生が再
開されます。
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4 イヤーピースを
使う

イヤーピースをブルートゥース
デバイスに接続する
1 ブルートゥース機器のブルートゥース機能

をオンにします。

2 充電ボックスのカバーを開けます。

 白色のLEDが点滅します。

 イヤーピースは最後に接続されたブ
ルートゥースデバイスを検索し、自動
的に再接続します。最後に接続さ
れたデバイスが利用できない場合、 
イヤーピースは検索し、2番目に最後
に接続されたデバイスに再接続しま
す。

ヒント

• イヤーピースの電源を入れた後にブルートゥースデバ
イスのブルートゥース機能をオンにした場合、デバイス
のブルートゥースメニューに移動し、イヤーピースをデ
バイスに手動で接続する必要があります。

注

• ブルートゥース機器によっては自動接続されない場
合があります。この場合、デバイスのブルートゥースメ
ニューに移動し、イヤーピースをブルートゥースデバイ
スに手動で接続する必要があります。

コントロールANC（アクティブ
ノイズキャンセリング）

ANCを有効にする
左のイヤホンをダブルタップすることで、異なる
ANCモードに切り替えることができる。
• ANC機能は、イヤホンが耳に装着される

と自動的に作動します。
• MFTを2回タッチすると、ANC機能がオフ

になります。 
• MFTをもう一度2回タッチすると、認識

モードに切り替わります。

タスク MFT 操作
ANCオン 左イヤーピース ダブルタップ
ANC オフ 左イヤーピース ダブルタップ
アウェアネス・
モード

左イヤーピース ダブルタップ

素早い認識 左イヤーピース 感動を続ける
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電源オン/オフ
タスク MFT 操作
イヤーピースを
オンにする

充電ボックス
の蓋を開けて
電源を入れる

イヤーピースを
オフにする

充電ボックス
の蓋を閉めて
電源を切る

通話と音楽を操作する
ミュージック･コントロール

タスク MFT 操作
音楽の再生
または一時
停止

右イヤホン ダブルタップ

次のトラック 右イヤホン トリプルタップ
前のトラック 左イヤーピー

ス
トリプルタップ

音量調整+ 右イヤホン 一 度タップ
し、ロングタッ
チする

音量調整- 左イヤーピー
ス

一 度タップ
し、ロングタッ
チする

注

• 音量が最大レベルに達したことを示す音が聞こえま
す。

通話のコントロール

タスク MFT 操作
電話を取る/
切る

右/左イ
ヤーピース

シングルタップ

電話を切る/
着信拒否

右/左イ
ヤーピース

ダブルタップ

音声アシスタント
タスク ボタン 操作
音 声（ S i r i /
Google）アシ
スタントのトリ
ガー 

右イヤホン トリガー音の
後もタッチを
続ける

音声アシスタン
トの停止

右イヤホン シングルタッ
プ

イヤーピースLEDインジケー
ターステータス
イヤーピースの状態 インジケーター
イヤーピースはブルー
トゥース機器に接続
される

白色LEDが1回点滅

イヤーピースはペアリ
ングの準備ができて
います

LEDが青色と白色で
交互に点滅します

イヤーピースはオンに
なっているが、ブルー
トゥースデバイスに接
続されていない

白色LEDが1秒ごと
に点滅（3分後に自
動消灯）

バッテリー残量低下
（イヤーピース）

白色LEDが5秒ごと
に3回点滅

バッテリーはフル充電
（充電ボックス）

ケースLED参照
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充電ボックスLEDインジケー
ターの状態
充電時 インジケーター
バッテリー残量低い アンバーLED点灯
相対的に適切なバッ
テリー

白色LEDが点灯

使用中で、カバーが
開いている

インジケーター

バッテリー残量低い アンバーLEDがゆっく
り4サイクル点滅

比較的十分なバッテ
リー

白色LEDが5秒間点
灯
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5 イヤーピースをリ
セットする

ペアリングや接続に問題が発生した場合は、
以下の手順でイヤーピースを工場出荷時の設
定にリセットすることができます。

1 ブルートゥースデバイスで、ブルートゥース
メニューに進み、Philips TAT5000をデバ
イスリストから削除します。

2 ブルートゥースデバイスのブルートゥース
機能をオフにします。

3 イヤーピースを充電ボックスに戻し、蓋を
開けます。

4 箱のボタンを2回押す。

5 「イヤーピースを使用するブルートゥース
デバイスにイヤーピースを接続する」の手
順に従ってください。

6 イヤーピースをブルートゥースデバイスとペ
アリングし、Philips TAT5000を選択しま
す。

イヤーピースからの応答がない場合、以下の
手順でイヤーピースのハードウェアをリセットす
ることができます。

• イヤーピースを充電ボックスに戻し、蓋を
開けてボックスのボタンを10秒以上押し
てください。

6 技術仕様

• 音楽再生時間（ANCオン）： 7+21時間
• 音楽再生時間（ANCオフ）： 10 + 30時間
• 充電時間：2時間
• 各イヤホンに65mAhのリチウムイオン

バッテリー、充電ボックスに600mAhのリ
チウムイオンバッテリー

• Bluetoothバージョン：5.4
• 互換性のあるBluetoothプロファイル：

 ‐ HFP（ハンズフリープロファイル）
 ‐ A2DP（高度なオーディオ配布プロファ

イル）
 ‐ AVRCP（オーディオビデオリモートコン

トロールプロファイル）
 ‐ TMAP（テレフォニー・メディア・オーディ

オ・プロファイル）
• 対応オーディオコーデックLC3, SBC
• 周波数帯域：2.402～2.480GHz
• トランスミッター出力：10 dBm未満
• 操作可能範囲：最大10m（33フィート）
• 自動電源オフ
• 充電用USB-Cポート
• バッテリー残量少の警告：使用可能
• 15分の充電で3時間の再生が可能

注

• 仕様は予告なしに変更されることがあります。
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7 注意
法令順守宣言
これにより、TP Vision Europe B.V.は、本製品
がRED指令2014/53/EUおよび英国無線機器
規則SI 2017 No 1206の必須要件およびその
他の関連規定に準拠していることを声明しま
す。適合声明はwww.philips.com/support。

古い製品およびバッテリーを
廃棄する

ご使用の機器は、純度の高い素材と材料を使
用してデザインおよび製造されたもので、リサ
イクルと再利用が可能です。

製品のこの記号は、本製品が欧州指令
2012/19/EUの対象として含まれることを意
味しています。

このマークは、本製品に欧州規則（E U）
2023/1542の対象となる電池が含まれている
ことを意味し、通常の家庭廃棄物と一緒に処
分することはできません。お住いの地域での電
気・電子製品・電池の分別収集ルールをご確
認ください。地域のルールに従って、通常の家
庭ごみと一緒に本製品やバッテリーを廃棄し
ないようお願い致します。適切な分別回収は、
環境や人体の健康に及ぼす影響の低減に繋
がります。

組み込まれたバッテリーを取
り外す
お住まいの国に電子製品の回収/リサイクルシ
ステムがない場合は、イヤーピースを廃棄する
前にバッテリーを取り外してリサイクルすること
で、環境を保護することができます。
• バッテリーを取り外す前に、イヤーピース

が充電ボックスから外れていることを確
認してください。

• バッテリーを取り外す前に、充電ボックス
がUSB充電ケーブルから外れていること
を確認してください。
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EMFの順守
本製品は、電磁場への曝露に関して適用さ
れるすべての規格および規制に準拠していま
す。

環境情報 
不要なパッケージはすべて省略されています。 
システムは、専門の企業によって分解された
場合にリサイクルおよび再利用できる材料で
構成されています。梱包材、使用済みバッテ
リー、古い機器の廃棄に関する地域の規制を
順守してください。

法令順守の注意
デバイスはFCCルール、パート15に準拠してい
ます。操作は以下の2つの条件に従うものとし
ます：

1. このデバイスは有害な干渉の原因とはなら
ず、

2. このデバイスは、望まない操作の原因とな
る可能性がある干渉を含む、受信されたい
かなる干渉も受け入れる必要があります。

FCCルール
この装置はFCCルールのパート15に基づい
て、クラスBデジタルデバイスのリミットに適合
するように試験され、確認されています。この
リミットは、住宅での設置において有害な干
渉から適切に保護するために設定されていま
す。この装置を製造し、使用すると無線周波数
エネルギーを放出する可能性があり、説明書
に従って設置、使用しない場合は無線通信に
有害な干渉を引き起こすことがあります。 

しかし、特殊な設置状況においては、干渉が
生じないという 保証はありません。この機器が
ラジオまたはテレビの受信に有害な干渉を引
き起こす（機器の電源をつけたり消したりすれ
ば確認できます）場合、ユーザーは以下の1つ
または2つ以上の方法により、干渉の排除を
試行することが推奨されます。 

• 受信アンテナの位置または方向を変える
• 装置とレシーバー間の距離を空ける
• レシーバーが接続されている回路とは異な
る回路上のコンセントに装置を接続する

• 販売店または熟練したラジオ/TV技術者に
相談する

FCCの放射線被曝についての表明：
この装置は、制御されていない環境において
規定されたFCCの被ばく限度に準拠していま
す。 
この送信機は、他のアンテナや送信機と一緒
に設置したり、一緒に運用したりしないでくだ
さい。

警告：決まりを順守させる責任のある当事者
に明確に認められていない改変や改造を行う
と、ユーザーのこの装置の操作権限が無効に
なることに、ユーザーは注意してください。

カナダ
このデバイスには、カナダのイノベーション、科
学、経済開発のライセンス免除RSSに準拠する
ライセンス免除送信機/受信機が含まれてい
ます。操作は以下の2つの条件に従うものとし
ます：(1) このデバイスは有害な干渉を生じて
はならない、および(2) このデバイスは好ましく
ない操作を引き起こす可能性がある干渉を含
めて、必ず受信した干渉を全て受け入れなけ
ればならない。
CAN ICES-(B)/NMB-(B)
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ICの放射線被曝についての表明：
この装置は、制御されていない環境において
規定されたカナダの被曝限度に準拠していま
す。 
このトランスミッターは、いかなる他のアンテナ
またはトランスミッターとも一緒に設置または
操作してはいけません。



JA16

8 登録商標
Bluetooth
Bluetooth®のワードマークとロゴはBluetooth 
SIG, Inc.の所有する登録商標であり、飛生
(香港)控股有限公司（MMD Hong Kong 
Holding Limited）によるこの商標のいかなる
使用もその許可を得ています。他の商標およ
び商標名は各所有者に属します。

Siri
Siriは、米国およびその他の国で登録された
Apple Inc.の商標です。

Google
GoogleおよびGoogle PlayはGoogle LLCの
商標です。

9 よくある質問
ブルートゥースイヤーピースの電源が入らない。
バッテリー残量が少なくなっています。イヤフォ
ンを充電します。

ブルートゥースイヤーピースをブルートゥースデ
バイスとペアリングできません。
Bluetoothが無効になっています。ブルー
トゥースデバイスのブルートゥース機能を有効
にし、イヤーピースの電源を入れる前にブルー
トゥースデバイスの電源を入れます。

ペアリングがうまくいきません。
• 両方のイヤーピースを充電ボックスに入

れる。
• 以前に接続したBluetooth対応デバイス

のBluetooth機能が無効になっているこ
とを確認します。

• Bluetooth対応デバイスで、Bluetoothリ
ストから「Philips TAT5000」を削除しま
す。

• イヤーピースをペアリングします ('イヤー
ピースをブルートゥースデバイスと初めて
ペアリングします' ページ 7を参照)。

ブルートゥースデバイスがイヤーピースを見つけ
られない。
• イヤーピースは以前にペアリングされたデ

バイスに接続されることがある。接続され
ているデバイスの電源を切り、電波の届
かない場所に移動させてください。

• ペアリングがリセットされているか、イヤー
ピースが以前に別のデバイスとペアリン
グされている可能性があります。 イヤホン
をユーザーマニュアルの説明に従って、ブ
ルートゥースデバイスと再度ペアリングし
てください。（'イヤーピースをブルートゥー
スデバイスと初めてペアリングします ' 
ページ 7参照）。
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ブルートゥースイヤーピースをブルートゥースス
テレオ対応携帯電話に接続していますが、音
楽は携帯電話のスピーカーからしか再生され
ません。
お持ちのスマートフォンの取扱説明書をご参
照ください。イヤーピースで音楽を聴くことを選
択します。

音質は悪く、パチパチというノイズが聞こえる。
• Bluetoothデバイスが、電波の届かな

い場所にあります。イヤーピースとブルー
トゥースデバイスの距離を縮めるか、間に
ある障害物を取り除いてください。

• イヤーピースを充電する。

携帯電話からのストリーミングは音質が悪く、
非常に遅いか、ストリーミングがまったく機能
しない。
お使いの携帯電話が（モノラル）HFPに対応し
ているだけでなく、A2DPに対応し、BT4.0x（ま
たはそれ以上）に対応していることをご確認く
ださい（'技術仕様' ページ 12' を参照）。

ヘッドホンは定期的にクリーニングしましょう。
• 清潔な湿らせた布でヘッドホン、特に音

導管とマイクの穴を定期的に掃除し、汗
や耳垢などの物質がたまらないようにし
てください。

• 音導管、空気孔、マイク孔に汗や水滴が
残っていると、サウンドレベルが一時的に
下がったり、完全にカットされたりします。
これは故障ではない。湿らせた柔らかい
布でヘッドホンをよく乾かしてください。ま
たは、イヤホンの先端を外し、音導管を下
向きにし、乾いた布などの上でヘッドホン
を5回ほど軽く叩き、内部に溜まった水を
取り除きます。 

• 充電および使用前に、ヘッドホンが完全
に乾いていることを確認してください。洗
浄には、使い捨てのアルコールパッドなど
の使用は避ける。

ヘッドホンを定期的に充電してください。
ヘッドホンを長期間使用しないと、再充電可
能バッテリーの充電量が減り始めます。この損
失を避けるため、少なくとも3ヶ月に1回はバッ
テリーをフル充電してください。
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